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家庭の日 家
族
ぐ
る
み
で
力
を
出
し
あ
う

話
し
あ
い
や
ス
ポ
ー
ツ
も

毎

月

第

三

日

曜

日

家
庭
は
人
間
形
成

の
基
盤
で
あ
・り
、
健

全
な
育
少
年
を

育
成

す
る

に
は

、
ま

ず
よ

い
家
庭
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
りこ

の
た
め
に
、
家

庭
の
な
ご
や
か
な
団

ら
ん
を
通
し
て
家
族

全
員
の
意
思
の
疎
通
と
感
情
の
融

和
を
は
か
り
、
お
互
い
に
理
解
し

あ
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
っ
そ
う
よ
い
家
庭

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
、
県
内
の

す

。へ
て
の
家
庭
か
自
主
的
に
毎
月

一
回
「
家
庭
の
日
」
を
実
施
す
る

と
い
う
の
が
、
こ
ん
ど
県
の
青
少

年
問
題
協
議
会
や
教
育
委
員
会
が

中

心
に
な

り
、
各
種
団
体
や
報
道

関
係
者
が
協

力
し
て
推
進
し
よ
う

と
す

る
「
家
庭
乃
囗
　

実

哇
の
目

的
で

あ
る

ご

」
の
運
動
に
は
県
や

市
町
村
の
行
政
機
関
は
も
ら
ろ
ん

そ
の
実
施
殷
闘
で
あ
る
幼

作
図
、

学
校

、
公
民
舘
、
警
穴
鷽

そ

れ
に

婦
人
団
体

。
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
阯
会
教

育
関
係
団
体
、
社
会
福
醯
団
体
、

産
菜
経
済
団
体
、
新
関
社
や
放

送

局
な
ど
マ
ス
コ
ミ
機
関
な
ど
四
十

近
く
の
機
関
団
体
が
参
加
し
、
い

わ
ば
総
ぐ
る
み
の
県
民
運
動
を
展

問
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
わ
が
町

で

も
近
く
関

係
者
の
打
合
わ
せ
を

し
最
も
効
果
的
な
実
施
を
し
よ
う

と
い
ま
準
備
中
で
あ
る
の
で
、
次

号
に
は
そ
の
く
わ
し
い
案
を
お
知

ら
せ
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
画

期
的
な
こ
の
「
家
庭
の
口
」

と
は

ど
ん
な
も
の
か
、
も
う
少
し
そ
の

内
容
を
さ
ぐ
っ
て
み
ょ
う
。

○
「
家
庭
の
日
」
に
は
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
か
。

田

家
族
全
員

で
話

し
合
う
。

（

話

し

合

い

）

親
が
子

ど
も
た
ち
の
考
え

を

き
き
、
子

ど
も
は
親
か
ら
そ

の
考
え
な
ど

を
き
く
こ
と
は

相
互

に
理
解
し
、
協
力
し
あ

っ
て
健
康
な
家
庭
づ
く
り
を

す

る
土
台
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
自
体

が
親
か
ら
認
め
ら
れ
、
親
が

子
ど
も
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ

と
に
な

る
。

圜
家
族
全
員
で
楽
し
み
あ
う
。

（

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
）

家
族
み

ん
な
で
夕
食
を
共
に

し
、
そ

の
あ
と
室
内

ゲ
ー
ム

や
の
ど
じ
ま

ん
、
お
も
し
ろ

い
本
を
朗
読
す

る
こ
と
な
ど

も
楽
し

み
と
な

る
。

圓
家

族
全
員
で
運
動
す

る
。

（

ス
ポ
ー
ツ
）

子

ど
も

の
年
令
そ
の
他
の
事

情
に
ょ

っ
て
も
違

う
が
、
水

泳
、
魚

つ
り
、
き

の
こ
と
り

ス

キ
ー
、

ボ
ー
ル
投
げ
そ
の
他

ち
よ
っ
と
し

た
ゲ
ー
ム
や
ピ

ク
ニ
ツ
ク
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ

る
り

倒
家
族
全
員
で
力
を
出
し
合
う

（
作
業
）

大
掃
除
、
花
だ

ん
づ
く
り
、

工
作
な
ど
、
み

ん
な
が
力
を

出
し
あ

っ
て
ひ
と
つ
の
仕
事

を
し
て
み
る
。
こ
う
し
た
体

験
の
な
か
で
、
子
ど
も
は
両

親
の
激
励
と
承
認
に
ょ
っ
て

育
つ
の
で
あ
る
。

圓
そ
の
他

家
庭
を
は
な
れ
て
い
る
家

族

に
対

し
て
激
励

や
近
況
の

た

よ
り
を
出
す

。

Ｏ
「
家
庭
の
日
」
は

い
つ
か
ら
実

施
す

る
の

か

昭
和
四
十

丁
年
一
月
の
愀
三
日

曜
日

に
実
施
し
、
あ
と
毎
月
愀

三
日
曜
日
に
実
施
す
る
と
い
う

こ
と
を
き
め
れ
ば
よ
い
。
各
種

の
事
情
で
労
三
日
曜

日
に
行

な

う
こ
と
が
困
難
な
地

域
や
家
庭

で
は
、
別

に
適
当

な
日
を
定

め

て
も

よ
い
。

「
家
庭
の
日

」
を
実

施
す

る
に

あ
た
り
、
各
種
団
体
機
関
の
役

わ
り
は
ど
ん
な
こ
と

か
。

田

部
落
会
で

は
「
家
庭
の
日
」

の
実
施
を
申
合
せ

る
な
ど
実

施
に
つ
い
て
の
態
勢
を
と
と

の
え

る
、

②
町
教
育
委
員
会
で

は
、
各
学

校
、
幼
稚
園
、
公

民
館
が
、

［
家
庭
の
日

］
の
実
施
に
つ

い
て
積
極
的
に
協
力
す
る
よ

う
助
言
す
る
。

圓
各
学
校
、
幼
稚
園
で

は
。
児

童
、
生
徒
に
対
し
て
事
前

に

「
家
庭
の
日
」
の
予

告
を
し

た
り
、
事
後

に
各
家
庭
の
実

施
状
況
を
発
表

し
あ
わ
せ

る

よ
う
に
す
る
。

㈲
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
婦
人
団
体
で
は
、

地

域
住
民
や
会
員
相
互
間
で

「
家
庭

の
日
」
の
実
施
を
中

し
合

わ
せ
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実

施
状
況
を
紹
介
し
あ

つ
た
り
し
て
、
効
率
的
な
実

施
を
は
か
る
Ｊ

㈲
町

そ
の
他
の
機
関
、
団
体
で

は
毎
月
の
汁
三
日
曜
日
に
は

各
種
の
行
事
を
行
わ
な
い
よ

う
に
つ
と

め
る
。

㈲
各
実

施
機
関
、
団
体
で
は
そ

れ
ぞ
れ
推
進
の
組
織
と
広
報

手
段
を
通
し
て

・、家
庭
の
日

」

の
周
知
を
計
り
、
実
施

憲

欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
研

究
協
議
の
機
会
を
設
け
る

。

出
し
て
消
す
よ
り
出
さ
ぬ
が
て
が
ら

そ
な
え
は
万
全

消
防
団
の
秋
季
点
検

国
見
町
消
防
団
で
は
十
月
二
十

四
日
午
前
九
時
よ
り
秋

季
点
検
を

実
施
し
、
火
災
多
発
期
に
対
す
る

備

え
を
固
め
た
。
点
検
官
及

び
来

賓
は
十
数
台
の
消
防
車
に
分
乗

し

て
役
場
前
を
出
発
、
藤
田
街

蹄
上

に
整
列
す
る
団
員
を
観
閲

、
つ
づ

い
て
藤
田
小
学
校
庭
で
通
常
点
検

規
街
訓
練
及
び
ポ
ン
プ
操
法
、
分

列
行
進
な
ど
日
頃

の
訓
練

ぶ
り
を

発
揮
し
、
講
評
、
訓
辞

、
表
彰
状

の
伝
達
並
び
に
授

与
、
来
賓
祝
辞

な
ど
で
正

午
終
了
し

た
。
表
彰
を

受
け
た
も
の
次
の
と

お
り

○
消
防
庁
長
官

よ
り

（

永
年
勤
続
退
職
団
員
）
斎
藤

忠
男

○
福
島
県
知
事

よ
り

（

永
年
勤
続
章
）
吉
出
光
助

鈴
木
政
治

○
日
木
消
防
協
会
畏
よ
り

（

永
年
勤
続
卓
丿
佐
藤
直
哉

佐
久
間
森
正

○
陥
島
県
消
防
協
会
長
よ
り

（
功
績
章
）
陷

囗
弥
太
郎

（
精
勤
章
）
阿
部
和
平
次
　

渡

辺
幸
雄

○
消
防
協
会
伊
達
支
部
長

よ
り

（

功
績
章

）
波
辺
富
男
　

鈴
木

清
雄

（

精
勤
章

）
小

紫
実
　

佐
藤
忠

美
　

佐

久
間
孝
雄
　

佐
藤
平

治
　

野
村
伍
平
　

林
初
男

村
上
公
月
　

佐
藤
学

○
国
見
町
団
長

よ
り

（

Ｉ
般
協

力
者

）
鈴
木

キ
イ
　

舟
山
忠
利
　

谷
津
覚

｛
優
良
団
員

｝

（
オ

ー
分
団

）
佐
藤
喜
明
　

瀬

戸
釿
蔵
　

武
田
術
　

菅
野
一

男
　

鴨
田
栄
一

（
汁
二
分
団

）
稲
村
克
巳
　

佐

久
間
永
郎
　

佐
藤
英
彦
　

佐

藤
昭
七
　

藤
田
吾
一
　

佐
藤

俊
一
郎
　

高
橋
勝

美

｛

汁
三
分
団

｝
武
田
正
明
　

佐

久
間
実
　

佐
野
今
朝
吉
　

菊

地
券
七
　

菊
地
善
作

（
愀
四
分
団

）
吉
田
健
治
　

小

林

泰
一
　

岩
城
久
人

（
栄
五
分
団
）
佐
藤
武
治
　

遠

藤
孝
雄
　

長
谷
川
市
男
　

谷

津
正
晴
　

阿
部
保
夫

（
レ

ク
用

）

明
る
く
正
し
い

選
挙
小
唄

「

お
座
敷
小
唄
」

の
替
唄

替
詩
者
　

和
知
　

謙

一
、
国
の
議
員
の
選
挙
で
も

町
の
議
員
の
選
挙
で
も

選
挙
に
変
わ
り
は
あ
る
じ
ゃ

な
し

清
き
一
票

は
み

な
同

じ

二
、
好
き
で
好
き
で
大
好
き
で

死

ぬ
ほ
ど
好
き
な
候

補
で
も

義
理
や
人

情
じ
ゃ

投
票

せ
ぬ

ホ
ｙ

に
役

立
つ
人
で

な
き
や

三

、
わ
た
し
は
あ
ん
ま
り
知
ら
ぬ
と
て
　

短
気
お
こ
し
て
こ
の
選
挙

あ
っ
さ
り
権
利

を
棄
て
る
な
よ
　

あ
な
た
一
人

の
世
で
は
な
い

四
、
ひ
と
目
見
た
と
き
好
き
に
な
り

金
の
あ
る
の
に
ほ
だ
さ
れ
て

よ
ん
で
ょ
ば
れ
て
い
る
う
ち
に
　

選
挙
違
反

の
人

と
な
り

五
、
ど
う
か
し
た
か
と
肩

に
手
を

ど
う
も
し
な
い
と
ぅ
つ
む
い
て

目
に
は
い
っ
ぱ
い
涙
た

め

選
挙
の
き
ま
り
が
知
ら

ぬ
か
ら

六
、
誰

に
し

よ
う
か
と
迷
っ
た

が

哄
の
文
句
じ
や
な
い
け
れ
ど

お
金
も
着
物
も
い
ら
な

い
わ

あ
な
た

Ｉ
人

が
ほ
し
い
の
よ

’
作
者
　

和
知
氏
は
県
教
委

事
務
局
社

会
教
育
主
事
）

一
ち
よ
つ
と
お
目
を
拝
借

昭
和
五
年
生
れ
の
方
へ

老

令
年

金

は

大
丈

夫
？

老
令
年
金

を
受
け

る
た
め
に
は

六
〇

才
ま
で
二

五
年
以
Ｌ
か
け
金

を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
こ

れ
か
ら
六
〇

才
に

な
る
ま
で
は
、
あ
と
二

門
年
し
か

残
っ
て

い
ま
せ

ん
の
で
未
加
入

者

は
い
ま
す
ぐ
に
も
加
入
し
て
か
け

金
を
す
る
か
、
免
除
を
受
け
る
か

し
て

お
か
な
い
と
水
久
に
老

令
年

金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

つ
て
し
ま
い
ま
す

。
（
こ
れ
は
昭

和
五
年
生
れ
の
未

加
入
者
に
限
ら

ず
、
加
入

が
お
そ
く
な
れ
ぱ
な
る

ほ
ど
、
こ

の
期
間

に
余
裕
が
な
く

な
る
わ
け
で
す

）

ま
た
折
角
加
入
し
て
い
る
方
で

も
、
か
け
金
を
し
な
い
、
免
除
も

受
け
て
い
な
い
よ
う
な
方
は
、
加

入

し
な
い
方
と
同
じ

よ
う
に
老
令

年
金
は
勿
論
の
こ
と
、
七
〇
才
か

ら
の
か
け
金
な
し
の
老
令
福
祉
年

金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
一
生

涯

の
損
を
し
な
け
れ
ぼ
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
機
会
に
、
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は

加
人
の
手
続
き
を
し
、

加
入

ず
み
の
方
で
も
も
う
一
度
国

民
年
金
手
帳
を
た
し
か
め
て
、
ど

ん
な
場
合
で
も
年
金
を
受
け
る
に

支
障
の
な

い
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
よ
りヽ
。り

わ
か
ら
な

い
点
は
役
場
の
年
金

係
に
巾
出
て

よ
く
た
し
か
め
ま
し

昭
和
四

十
一
年

成
人
者
名
簿

言
年
四
月
二
日
生
か
ら

Ξ
年
四
彑

日
生
ま
で

（
小
坂

）
高
原
博
　

佐
藤
尚
子

岡

本
京
子
　

二

条
善
助
　

熊

坂
俊

一
　

赤
坂

久
一
　

安
膝
国

雄
　

朽

木

美
恵
子
　

和
泉
す
み
子
　

加
藤

伴
子
　

野
村

静
子
　

野
村
安
夫

（
内
谷
一‘
熊
坂
充
弘
　

菅
野
ユ
ウ

子（
鳥
収
）
本
出
久
美
子

、高
原

力

千
手

｛
泉
川

｝
渡
辺
忠
男
　

佐
藤
節
予

目
黒
啓
子
　

高
橋
博

（
藤
田

’。
木

問
日
出
子
　

鈴
木
誠

石
上
。區
子
　

森
田
子
硝
子
　

後

藤
洋
子
　

星
彰
夫
　

松
浦
保
憲

小
紫

ス
エ
　

大
規
温
子
　

秦
恒
子

本
間

ヤ
イ
子
　

樋
口
真
弥
　

古

川

芙
美
子
　

冨
川
英
雄
　

秦
喜
一

郎
　

武
田
千
代
子
　

紺
野
三
千
代

佐
藤
昭
二
　

佐
藤
源
一
　

武
藤

美
恵
子
　

奥
山
ト
キ
子
　

古
川
亮

子
　

寺
島
忠
一
　

佐
藤
良
子
　

佐

竹

弘
治
　

武
田
松
雄
　

朽
木
美
恵

子
　

我
妻
美
代
子
　

盛
中
幸
子

沼
田
文
夫
　

菊
地
義
光
　

佐
久
間

満
江
　

須
田
善
治
　

高
橋
徳
子

滝
川
孜
　

斎
藤
カ
ツ
ヨ
　

吾
妻
清

（
石
毋
田
）
佐
藤
正
利
　

高
野
時

子
　

市
川
成
子
　

斎
羞
ミ
キ
子

佐
々
木

金
雄
　

菊
地
紀
夫
　

斎
藤

栄
子
　

菅
野
和
子
　

佐
々
木
英
子

菊
地
伝
内

（
山
崎

）
赤
井
畑
義
則
　

菅
野
春

代
　

渡
辺
暁
子
　

高
橋
忠
孝
　

佐

藤
敏
子
　

高
橋
政
勝
　

渡
辺
佳
淑

（
森
山

）
谷
津
清
　

吉
田
実
　

遠

藤

あ
き
　

高
橋
フ
サ
子
　

佐
久
間

博
　

佐
萌

キ
ョ
　

伊
藤
柳
二
　

小

池
芳
男
　

菊
地
照
子
　

佐
藤
文
子

寺
島
秀
子

（
徳
江

．一
斎
藤
収
夫
　

渡
辺
キ
ョ

子
　

八
巻
節
子
　

徳
江
昇
　

八
巻

ミ
ョ
　

吃
江
光
子
　

村

上
秋
男

八
巻
ヨ
シ
子
　

佐
野
守
　

大
波
邦

子
　

大
波
康
子
　

佐
々
木
孝
子

浚
藤
フ
ク
子

｛

塚
野
口

｝
菊
地
孝
雄
　

菊
地
久

男
　

後
膝
忠
　

佐
久
間
富
子

（
員
Ⅲ

）
大
沼

ヨ
ネ
　

佐
藤
文
子

佐

丱
善
美
　

松
川
和
男
　

吉
田

モ
ト
　

佐
藤
弘
男
　

高
橋
勝
子
　

（
光
卵
．寺
）
遠
藤

シ
ズ
子

（
高
城

）
桜
沢
政
治
　

佐
藤
長
吉

八
鳥
幸
夫
　

長
谷
川

ト
ヨ
　
ハ

島
義
信
　

関
試
供
子
　

｀

（
大
木
戸
）
阿
部
美
心
子
　

松
浦

ミ
ョ
　

松
浦
カ
ヨ
　

谷
津
春
子

菊
地

ト
モ
子
　

遠
藤
光
栄

（
西
大
枝

）
小

林
栄
喜
　

小
林
丈

夫
　

松
川
ミ
ョ
ｆ
　

松
浦
幹
夫

鈴
木
美
江
子
　

松
浦
純
夫
　

玉
手

ミ
ツ
子
　

茴

尸
芳
夫
　

遠
藤
正
芳

へ
川

内

）
大
浪
政
和
　

遠
藤
邦
雄

岩
城
（

ル
子
　

鈴
木

タ
ミ
子

鈴
木
薫
　

佐

久
間

マ
ツ

地
域
別
集
計
表

方
部
別
　
　

男
　
　

女
　
　
　

計

小
　

坂
　
　

九
　

一
　一
　
　

二
〇

藤
　

田
　

二
三
　

三
一
　
　

五
四

森
江
野
　

匸
一
　
一
六
　
　

二
八

大
木
戸
　
　

八
　

匸

一
　
　
二
〇

大
　

枝
　
　

ヽ
九
　
　

六
　
　
　
一
五

六
一
　

七
六
　

一
三
七

民事

家事調停相談会
無

料

一
、
日
　

時
　

昭
和
四
十
年
十
二
月
三
日
（
金
）

二
、
場

所
　
国

見

町

役

場

三
、
相
談
内
客

午
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

家
求
関
係
＝
離
婚
な
ら
び
に
夫
婦
間
の
調
整
、
貎
乙・
Ｊ
、
兄
弟
関
に

扶
養
、
相
続
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
家
庭
内

、
親
族

間
の
も
め
ご
と
す
べ
て
の
闘
図
に
つ
い
て

民
事
関

節
＝
金
銭
の
貨
借
、
土
地
『

家
屋
　
農
地
、
損
害
賠
償
等

民
球
関
係
企
般
に
関
す
る
問
題

四
、
相
談
担
当
者

弁
護
士

、
調
停
委
員
、
裁
判
所
書
記
官
等

主
　
催

…
…
……

福
島
調
停
協
会

後
　

援

…
…
…
…
福
島
地
方

家
庭
裁
判
所

Ｏ

出

し

て

泣

く

よ

り

笑

顔

で

用

心

…
…
…

火

事

と

不

良

化

を

防

ぎ

ま

し

よ

う



史

跡

を
訪

れ

て
（
第
一
匝
）

わ
れ
わ
れ
の
郷
土

国
見
町

は
ど

う
し
て
生
れ
た
か
、
わ
れ
わ

れ
の

先
祖
は
ど
ん
な
く
ら
し
を
し
て
き

た
か
、
わ
れ
わ
れ
は
突

然
こ

の
世

に
現
れ
て
き
た
の
で

は
な
い
、
必

ず
先
祖
が
あ
り
、
そ

の
先
祖

が
く

ら
し
て
き
た
郷
土
が
あ
る
。
先
祖

が
く
ら
し
た
足
跡
を
訪
ね
て
み
よ

う
と
こ
の
く
わ
だ
て
を
し
た
の
で

あ
る
。

十
一
月
一
日
、
全
国

的
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
た
文
化
財
保
護
強
調

週
間
卅
一
日
で
あ
る
。
昨
日
来
の

雨

は
あ
が
っ
て
秋
色
正

に
た
け

な

わ
、
ま
こ

と
に
快
適
な
（

イ
キ
ン

グ
び
よ
り
だ
。
同
好
士
二
十
名
、

い
ず
れ
も
明
治
生
れ

の
ベ
テ
ラ
ン

揃

い
。
午
前
九
時
観
月
台
公
園
に

勢
揃

い
、
早
田
氏
よ
り
富
士
権
現

や
観
月
沼
の
由
来
を
聞
く
。

山
崎
館
跡
で
は
区
長

吉
田
幸
平

氏
が
講
師
役
と
な
り
、
わ
ざ
わ
ざ

作
っ
た
図
面

に
ょ
っ
’て
説
明
さ
れ

る
。
今
に
残
る
雄
大
な
土
手
や
堀

を
見
て
心
は
す
っ
か
り
歴
史
中
の

人
物
に
な
る
。
大
清
水
松
浦
権
次

郎
氏
宅
で
は
県
史
考
古
資
料
篇
に

載
っ
て
い
る
正

玄
堂
の
古
瓦
と
称

す
る
も
の
を
見
学
、
石
母
田
供
養

石
塔
は
、
宋
の
帰
化
僧
一
寧
一
山

の
書
と
し
て
天
下

に
名
高
く
、
昭

和
十
年
早
く
も
文
部
省
か
ら
史
跡

と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る
。
去

夕

二
十
六
年

、
国
庫
補
助
を
う
け

て
立
派
な
保

存
施
設

が
な
さ
れ
て

い
る
の
を
見

て
大
い
に
心
を
安
ん

じ
た
。
石
母

旧
館
跡

は
、
か
つ
て

民
報
新
聞

に
も
大
き
く
紹
介
さ
れ

四
季
を
通
じ
て
見
学
者
も
多
い
と

か

。
外
堀
の
一
部
は
西
根
堰
に
利

用

さ
れ
、
内

堀
は
貯
水
池
と
し
て

利
川
さ
れ
で

い
る
。
義
経
の
腰
掛

松
は
四
方
に
枝
を
ひ
ろ
げ
、
稀
に

み
る
み
ご
と
な
笠
松
だ
。
も
っ
と

も
こ
れ
は
二
代
目
で
、
初
代

の
も

の
は
す
で
に
枯
死
し
、
そ
の
古
株

が
保
存
さ
れ
て

い
る

。
厚
樫
山
二

重
堀
は
東
西
両
方
か
ら
開
墾
さ
れ

て
以
前
の
お
も
か
げ
な
く
、
今
の

う
ち
に
保
存

の
道
を
講
じ
な
け
れ

ば
そ
の
痕
跡
も
と
ど
め
な
く
な
る

で
あ
ろ
う
。
筑
紫
の
海
岸
に
あ
る

水
城
（
元
冠

の
際
元
軍
を
防
ぐ
た

め
に
築
か
れ
た
土
塁

）
に
ま
さ
る

と
も
劣
ら
ぬ
こ
の
史
跡
、
ま
こ

と

に
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
Ｊ
大
木
戸

小
学
校
で

は
石
器
、
土
器
な
ど
数

多
く
の
出
土
品
を
き
れ
い
に
整
理

保
存
さ
れ
て

い
る
の
を
見
せ
て
も

ら
い
、
特
に
遠
光
原
か
ら
発
掘
さ

れ
た
と
い
う
「
わ
ら
び
手
の
古
刀

」
は
ほ
ん
と
う
尽
珍
し
い
も
の
と

思
わ
れ
た
。
　
～／Ｉ

か
く
て
午
後
二
時
、
快
い
疲
れ

を
感
じ
た
一
行
は
、
十
二

月
一
日

の
再

会
を
約

し
て
別
れ
た
が
、
県

史
に
掲
載

さ
れ
た
文
化
財
の
実
物

に
接

し
得

た
喜
び
は
筆
者
の
み
で

は
な
か
っ
た
と
思

う
。
次
回
は
塚

野
目
、
徳
江
方
面
を
訪
ね
る
予
定

で
あ
る
の
で
、
同
好
諸
氏

の
参
加

を
望
む
。

家
庭
の
日
座
ど
話
し
合
う

－

婦
人
団
体
代
表
者
会
―

十
一
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
役

場
日
本
間
で

、
町
内

各
種
婦
人
団

体
の

代
表
者

が
集

ま
っ
て
、
こ
と

し
の
前
半
期

の
反

省
と
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
し

か
た
に
つ
い
て
話
し

合

い
を
し
た
。
参
加
者
婦
人
会
四

名
、
農
協
婦
人
部
五
名
、
未
亡
人

会
二
名
、
婦
人
学
級
一
四
名
計
二

五
名

）
ま
ず
主
催
者
公
民
館
を
代

表
し
て
鈴
木
主
事
よ
り
開
催
趣
旨

の
説
明

あ
り
、
次
い
で
岩
谷
教
育

長

よ
り
婦

人
団
体
の
あ
り
方
及
び

幹
部
の
心
構
え
を
話
さ
れ
、
鈴
木

主
事
司
会
の
も
と
に
話
し
合
い
に

入

る
。
要
点
次
の
と
お
り
。

川
婦
人
の
集

い
に
つ

い
て

七
月
一
日
、
政
治
と
健
康
の
学

習
で
、
内
容
は
大
へ
ん
よ
か
っ

た
が
参
加
者
が
少
か
っ
た
の
は

残
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は

な
に
か

○
農
繁
期
あ
が
り
の
休
日
で
あ

る
た
め
か
え
っ
て
出
ら
れ
な

か
っ
た
）

Ｏ
Ｐ
Ｒ

が
た
り
な
い
。

○
一
般
会
員
に
勉
強
し
た
い
と

い
う
欲
求
が
少
な
い
。

○
役
員
に
熱
が
足
り
な
い
。

閇
敬

老
会

に
つ
い
て

十
月
一
日
の
町
主
催
敬
老
会
に

対
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
サ

し
ヒ
ス
を
し
た
こ
と
は
主
催
者

と
お
と
し
よ
り
に
対
し
て
り
っ

ば
に
責
任
を
果
し
た
こ
と
に
な

り
、
奉
仕
活
動
と
い
う
婦
人
団

体
の
目
的
は
一
応
達
し
て
い
る

し
か
し
、
そ
こ
に
参
加
活
動
で

き
る
の
は
限
ら
れ
た
特
定
の
人

人
で
あ
る
た
め
、
一
般
会
員
の

参
加
す
る
余
地
が
な
い
。
そ
こ

へ
い
く
と
方
部
敬
老
会
は
全
会

員
で
活
動
す
る
た
め
、
そ
の
活

動
を
と
お
し
て
敬
老
精
神
を
養

っ
た
り
会
員
の
親
睦
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
と

し
よ
り
側
か
ら
見
る
と
方
部
で

や
れ
ば
多
数
出
席
で
き
る
と
い

う
よ
い
点
が
あ
る
が
一
年
に
Ｉ

度
ぐ
ら
い
は
中
央
に
も
出
て
み

た
い
と
い
う
。
又
地
域
社
会
の

協
力
と
い
う
点

か
ら
み
る
と
方

部
で
や
れ
ば
部
落
会
な
ど
の
応

援
を
得

ら
れ

る
。
要
す
る
に
そ

れ
ぞ
れ
に
長
所
欠
点
が
あ
る
の

で
。、
中
央
だ
け
に
ま
か
せ
る
こ

と
な
く
、
各
方
部
で
私
婦
人
会

が
中

心
に
な

っ
て
や
る
よ
う
に

し
た
い
。

圓
町
民
体

育
大
会
に
つ
い
て

十
月
三
日
は
少
し
早
い
。
労
二

日
曜
日

あ
た
り
が
良
い
。
各
小

学
校
の
運
動
会
が
一
般
に
早
く

な
っ
て
、
一
般
町
民
が
参
加

す

る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
今
日

で
は
、
や
は
り
町
民
が
一
場

に

会
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

Ｉ

Ｉ
シ
ョ
ン
の
場
が
必
要
で
あ

る

の
で
、
み
ん
な
が
気
兼
ね
し

な

い
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
し

た

い
。

踊
り

の
練
習
を
す
る
と
き
、
役

員

が
ち
ゃ
ん
と
受
入
れ
の
段
取

り
を
し
て
指
導
者
を
迎
え
る
よ

う
に
し

た
い
。
講
師
が
先

に
立

っ
て
人
集
め
を
し
て
い
る
よ
う

で

は
申
し
わ
け
な
い
。
（
こ
の

こ
と

は
踊
り
だ
け
で
な
く
、
す

べ
て
の
学
習
活
動
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る

）
）

参
加
賞
金
の
処
分
に
つ
い
て

ゴ

タ
ゴ
タ
し
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
関
係
者
み
ん
な
で

よ
く
話
し
合
っ
て
や
れ
ば
円
満

に
い
く
と
思
う
。

圖
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

人
間
の
性
格
の
大
部
分
は
家
庭

で
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

つ
と
め
て

よ
い
家
庭
環
境
を
つ

く
る
よ
う
み

ん
な
で
協
力
し
た

い
。

近
く
実
施
さ
れ
る
「
家
庭
の
日

」
に
つ
い
て
は
、
会
員
相
互
に

そ
の
実
施
を
申
し
合
わ
せ
、
効

率
的
な
実

施
を
は
か
る

、
家
庭

育
教
学
級
に
も
進

ん
で
参
加
し

、
成
人
式
に
も
協
力

す
る
。
。

圓
老
人
の
し
あ
わ
せ
に
つ
い
て

敬
老
会
の
精
神
を
常
時
家
庭
や

部
落
の
生
活

に
と
り
入
れ
ｆ
実

践
す
る
よ
う
努
め
る
。

「
く
に
み
」

連
載

記
事
な

ど
研

究
す
る
。

㈲
明

る
く
正

し
い
選
挙
を

す
す
め

る
こ
と
に
つ
い
て

常
時
啓
発
の
た
め
に
、
集
会
で

の
話
し
合
い
や
婦
人

学
級
講
座

な
ど
で
政
治
学
習

に
つ
と

め
る

閨

健
康
増
進
の
た
め
に

早
期
発
見
の
た
め
に
進

ん
で
検

診
を
受
け
、
合
理

的
な
栄
養

と

休

養
と
鍛
錬
を
は
か
る
た
め
に

学
習
の
機
会
を
設
け

る
、

歩
け
運
動
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練

習
会
な
ど
実
行
す
る
。

㈲
消
費
経
済
生
活

の
研

究
に
つ
い

て生
活
改
善
、
貯
蓄
増
強

を
進
め

る
た
め
に
家
計
簿
な
ど
の
研

究

を
す

る
。

㈲
学
習
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

中
央
並
に
巡
回
講

座
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
は
各
自

責
任
を
も
っ
て
Ｐ
Ｒ

す
る
。

部
落
や
方
部
の
婦
人
学
級

を
育

て

る
よ
う
協
力
す
る
。゙

以
上
の
こ
と
を
あ
た
ま
に
お
い
て

そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
で
独
自
の
活
動

を
し
、
後
日
ま
た
そ
の
結
果

を
も

ち
よ
っ
て
話
し
合
う
事
に
す
る
。

史

跡

を
訪

ね

る

会
　（
第
二
回
）

○
時
日
　

十
二
月
一
日
（
水
Ｊ

午
前
九
時
很
堋
集
合
出

発
　

午
後
二
時
森
江

野

小
学
校
解
散

○

行
程

塚
野
目
城
跡
、
塚
野

目

古
墳
群
、
公
民
館
所

蔵
出
土
品
　

徳
江
観
音

及

び
廃
寺
跡
、
沼

田
神

社
、
上
水
道
水
源
、
森
江

野
小
学
校
所
蔵
出
土
品

○

会
費
　

五
〇
円
（
菓
子
代

、

写
真
代
等
）

○

準
備
　

昼
食

保
存
と
活
用
に
努
め
よ
う

文
化
財
は
国
民
的
財
産

－

三
品
　
晉

―

十
一
月
一
日
か
ら
七
日
迄

を

文
化
財

保
護
強
調
週
間
と
し
、

国
や
県

を
挙
げ
て
文
化
財
の
意

義

を
高
揚
し
、
こ
れ
が
保
存

と

活
用
を
図
る
こ

と
を
強
調
し
て

い
る
心
文
化
財
と
は
い
っ
た
い

何
か

、
昭
和
二
十
五
年
制
定
さ

れ

た
「
文
化
財
保
護
法
」
に
ょ

っ
て
そ
の
意
義
を
調

べ
て
み

よ

文
化
財

有
形

文
化
財

無
形

文
化
財

民

俗

資

料

記
　

念
　

品

○
有
形
文
化
財

建
造
物
．
絵
叫

彫
刻
、
工

芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文

書
そ
の
他
有
形
の
文
化
的
所

産
で
わ
が
国
に
と
っ
て
歴
史

上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い

も
の
及
び
考
古
資
料

○

無
形

文
化
財

演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
、

そ
の
他
無
形
の
文
化
的
所
産

で
、
わ
が
国
に
と
っ
て
歴
史

上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い

も
の

○
民

俗
資
料

衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年

中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
習

慣
及
び
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る

衣
服
、
器
具
、
家
屋
そ
の
他

の
物
件
で
わ
が
国
民
の
生
活

の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の

Ｃ

氤
念
物

１
貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、

城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡

で
わ
が
国

に
と

っ
て
腟

史
上

又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も

の庭
園
、
橋
り
よ
う

、
映
谷
、

海
浜

、
山

岳
そ
の
他
の
名
勝

地
で
わ
が
国

に
と

っ
て
芸
術

上
又

は
観
賞
上
価
値
の
高
い

も
の

動
物
（

生
息
地
、
繁
殖
地
及

び
渡
来
地
を
含
む

）
植
物
（

自
生
地
を
含
む

）
及
び
地
質

鉱
物
（

特
異
な
自
然
の
現
象

を
生
じ
て
い
’る
士
地
を
含
む

）
で
わ
が
国
に
と

っ
て
学
術

上
価
値

の
高
い
も
の

国
で
ほ
、
こ
れ
ら
の
文
化
財

を
保
存
し
、
且
つ
、
そ
の
活
用

を
図
り
、
も

っ
て
国
民
の
文
化

的
向
上
に
資
す
る
と
共
に
、
肚

界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
為

に
「

文
化
財
保
護
法
」

を
制
定

し
、
文
化
財

保
護
委
員
会
を
設

け
、
政
府
及

び
地
方
公
共

団
体

並

に
一
般
国
民
の

任
務
や
心
構
え

を

規
定
し
て
い
る
。

同
法
に
よ
れ
ば
、

政
府
及
び
地
方
公

共
団
体
｛
府
県
市
町
村

｝
は
、

文
化
財
が
わ
が
国
の
歴
史
、
文

化
等
の
正

し
い
理
解
の
た
め
欠

く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
あ

り
、
且
つ
、
将
来
の
文
化
の
向

上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で

あ
る
事
を
認
識
し
、
そ
の
保
存

が
適
切

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

周
到
の
注
意

を
も

っ
て
こ
の
法

律
の
趣
旨
の
徹
底

に
努
め
（
労

三
条
）
　一
般
国
民

は
、
政
府
及

び
地
方
公
共
団
体

が
こ
の
法
律

の
目

的
を
達

成
す

る
為
に
行
う

措
置

に
誠
実

に
協
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
汁
四
条
の
１
）

文
化
財

の
所
有
者
そ
の
他
の
関

係

者
は
、
文
化
財

が
貴
重
な
国

民
的
財

産
で

あ
る
事
を
自
覚
し

、
こ

れ
を
公
共
の
為

に
大
切
に

保
存

す
る
と

共
に
、
で
き

る
だ

け
公
開

す
る
等
そ
の
文
化
的
活

用

に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な

い

（
労
四

条
の
２
）

文
化
財

保
護
委
員
会

は
、
文

化

に
関

し
高
い
識
見

を
有
す

る

者

の
う
ち
か
ら
両
議
院

の
同
意

を
経
て

文
部
大
臣

が
任
命
し

た

五
人

の
委
員

を
も
っ
て
組
織
し

、
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
、

文
化
財
に
関
す
る
調

査
研
究
そ

の
他
目
的
達
成
上

必
要
な
事
務

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

府
県
及
び
市
町
村

は
文
化
財

保
護
法
の
規
定
（
労
九
十
八
条

）

に
ょ
っ
て
文
化

財
保
護
条
例

を
つ
く
り
、
国
指
定
以
外
の
文

化
財
で
区
域
内
に
あ
る
重
要
な

も
の
を
指
定
し
て
、
そ
の
保
存

及

び
活
用
の
た
め
必
要
な
措
置

を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

わ
が
国
見
町
に
は
、
文
化
財

保
護
委
員
会
指
定
の
史
跡
「
石

母

田
供
養
石
塔
」

を
始
め
数
多

く
の
文
化
財
が
あ
り
、
県
史
「

考
古
資
料
篇
」
の
紙
面
を
に
ぎ

わ
し
、
学
僑
先
生
た
ち
の
注
目

を
浴

び
て
い
る
実
情
で
あ
る
。

町
民
の
総
力
を
結
集
し
て
こ

れ
ら
民
族
の
財
産
を
顕
彰
保
全

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

老人に語り合う機会を

老

人

を

ど

う

処
遇

す

る

か
・・
・
倒

人ゝ
間
と

は
語
り
語
ら
れ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
動
物

で
す
。
乳
児
は
五
、
六
か

月
で
、
い
ろ
い
ろ
な
発
音

を
試
み
る
よ
う
に
な
り
、

九
、
十
か
月
で
周
辺
で
つ

か
わ
れ
て

い
る
母
語
を
ま

ね
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ

れ
ま
す

。
そ
し
て
試
行
錯

誤
を
お
か
し
な
が
ら
、
次

汁
に
自
分
の
意
志
を
伝
え

た
り
、
他
人

の
言
葉
を
了

解
し
た
り
す

る
よ
う
に
な

る
の
で
す

。
そ
れ
は
幼
児

の
心
を
豊
か
に
す

る
も
の
で
あ
り

、
自
我
の
発
達

に
役
立
つ
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
に
人
間
は
言
葉
を
口

で
話
し
た
り
、
文
字
で
書
い
た
り

し
て
は
じ
め
て
、

生
活
す

る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す

。
話
す

と
い
う

こ

と
は
人
間
の
生
涯

に
つ
き
も
の

で
す
。
も
し
人

間
が
自
分
の

心
の

う
ち
を
話
す
機
会

が
な
か
っ
た
ら

ど
ん
な
淋
し
い
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。
と
こ

ろ
が
老
人

に
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
行
動
半
径

が
狭

く
な
る
の
で
、
話
題

が
少
な

く
な

る
の
で
す
。
そ
こ

で
過
去

の
経
験

を
繰
り
返

し
て

語
り
た
が

る
の
で

す
。
「
ま
た
あ
の
話
か
」
と
う

ん

ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
の

で
す
が
、
面

倒
が
ら
ず
に
耳
を
傾

け

る
こ

と
で

す
。
ま
た
反
対
に
、

社
会

の
で
き

ご
と
な

ど
、
時
々
話

し
て
聞

か
せ

る
こ

と
で
す
。

と

は
い
っ
て

も
、
多
忙
な
と
き

や
疲

れ
て

い
る
と
き

に
、
老
人
の

話
し
相
手
な
ど
あ
ま
り
で
き
な
い

の
が
実
際
で
す
。
そ
こ
で
老
人

ク

ラ
ブ
の
よ
う
な
、
話
の
自
由
に
で

き
る
場
所
へ
行
か
せ
る
こ
と
で
す

。
そ
こ
で
老
人
同
志
が
自
由
に
話

が
で
き
る
な
ら

ば
、
心
が
晴
れ

ば

れ
す
る
の
で
す
。
老
人
ば
か
り
で

は
な
い
、
人
間
は
誰
で
も
心
の

な

か
に
欲
求
不
満
を
も
っ
て
い
る
と

き
、
親

し
い
人

に
心
の
中
の
苦

悃

を
、
聞

い
て
も
ら
う
こ
と
で

さ
っ

ぱ
り
す
る
も
の
で
す
。
だ
い
た
い

同
じ
時
代
の
人

が
集
ま
っ
て
何
で

も
話
し
て

い
る
う
ち
に
、
た
い
へ

ん
「
も
の
わ
か
り
」
の
い
い
老
人

に
な
っ
て
く

る
の
で
す
。
と
い
う

の
は
、
語
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

日
ご
ろ
心
の
な
か
に
あ
る
「

シ
コ

リ
」

が
ほ
ぐ
れ
て
、
豊
か
な
気
持

ち
に
な
れ
る
か
ら
で
す
。
あ
な

た

は
、
あ
な
た
の
家
の
老
人
を
老
人

ク
ラ
ブ
へ
行
く
よ
う
に
す
す

め
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
も
し
あ
な

た

の
地
区
や
部
落
に
、
老
人

ク
ラ
ブ

が
ま
だ
な
か
っ
た
ら
み

ん
な
の
力

で
つ
く
る
よ
う

に
す

る
必
要

が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す

。

こ
の
よ
う

に
し
て
老
人
を
社
会

に
つ
な
げ
る
事
は
、
家
庭

の
な
か

で
も
た
い
へ
ん
よ
い
老
人

に
な
九

る
か
ら
で
す

。
そ
れ

は
老
人

お
百

い
が
い
つ
の
間

に
か
教
育
し
合

っ

て
い
る
結
果
に
な
る
か
ら
で
す

。ヽ

つ
ま
り
、
今

の
老

人
の
不
幸

は
、

新
し
い
社
会
の
動
き
に
適
応

し
て

い
く
事
が
困
難
だ
か
ら
で
す

が
、

そ
れ
が
少

し
ず
つ
社
会

の
動
き
ぷ

わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す

。

老
人
の
経
験
に
学
ぶ
心

世
の
中

が
現
在
の

よ
う
に
科
学

化
さ
れ
な
い
時
代

に
は
、
経
験
と

い
う
も
の

が
い
ち
ば
ん
大
切
で
し

た
。
種
籾

は
い
つ

ご
ろ
浸
せ

ば
よ

い
か
と
か
、
大
根
の
種

は
い
つ

ご

ろ
ま
け

ば
い
い
と

か
、
あ
の
山

に

雲
が
か
か
れ
ば
雨
が
降
る
と
か
、

農
業
で
も
商
工
業
で
も
、
す
べ
て

老
人
の
経
験
が
士
台
で
し
た
。
し

か
し
現
世
で
は
夜
を
日
に
つ
い
で

新
し
い
発
明
や
発
見
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
老
人
の
も
っ
て
い

る
素
朴
な
経
験
な
ど
は
次
慟
に
蔭

が
薄
く
な
り
ま
し

た
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
老
人
は

長

い
人
生
の
経
験
を
も
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
そ

の
越
え
て
き
た

人
生
の
山
ひ
だ
に
は
宝
石
の
よ
う

な
尊
い
も
の
が
埋

も
れ
て
い
る
の

で
す
。
れ
れ
わ
れ
は
謙
虚
に
そ
の

老
人
の
経
験
に
学
ぶ
と
い
う
態
度

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
の

で
す
。）
新
し
い
思
想
や
新
し
い
技

術
は
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
み
な

古

い
維
験
か
ら
・
発
展
し
た
も
の
な

の
で
す
、
『
温
古
知
覈

』
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
ま
す
が
、
新
し
い

も
の
か
求
め
る
た
め
に
は
古
い
知

識

が
必
要
な
の
で
す

。

○

十

二

月
一

日

史

跡

を

訪

ね

て

歩

く

会
　

町

民

皆

き

ん

の

ご
’参

加

を

歓

迎

し

ま

す
（
記

事

を
．
ご

ら

ん

く

だ

さ

い
）
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